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平
成
27
年
第
１
回
臨
時
会
で
正
副
議
長
を
選
任

　

こ
の
度
、
平
成
27
年
第
1
回
鉾
田
市
議
会
臨
時
会
に
お
き
ま
し
て
、
議
員
各
位
の
ご

推
挙
を
い
た
だ
き
、
第
8
代
鉾
田
市
議
会
議
長
に
就
任
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

誠
に
身
に
余
る
光
栄
で
あ
り
ま
す
と
と
も
に
、
そ
の
責
任
の
重
大
さ
に
身
の
引
き
締

ま
る
思
い
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

も
と
よ
り
微
力
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
円
滑
な
議
会
運
営
に
努
め
、
よ
り
開
か
れ
た

議
会
と
な
る
よ
う
最
善
の
努
力
を
尽
く
す
決
意
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し

く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
私
た
ち
議
会
議
員
の
使
命
は
、
市
民
の
代
表
と
し
て
、
市
民
の
目
線
に
沿
っ
て
、

市
民
の
た
め
に
地
域
の
実
情
を
き
め
細
か
く
把
握
し
、
市
政
に
反
映
さ
せ
る
こ
と
に
あ

り
、
市
民
福
祉
の
向
上
と
地
域
経
済
の
活
性
化
を
図
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
確
信
し

て
お
り
ま
す
。

　

今
年
は
3
町
村
が
合
併
し
て
鉾
田
市
に
な
り
、
10
年
を
迎
え
る
節
目
の
年
で
も
あ
り
、

「
い
の
ち
と
く
ら
し
の
先
進
都
市　

鉾
田
市
」
の
実
現
に
向
け
て
、
頑
張
っ
て
参
り
ま
す
。

　

今
後
と
も
市
民
の
皆
様
の
あ
た
た
か
い
ご
支
援
・
ご
指
導
を
賜
り
ま
す
よ
う
心
か
ら
お

願
い
申
し
上
げ
、
就
任
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

議
長
就
任
あ
い
さ
つ 議

　
長

副 

議 

長

～
い
の
ち
と
く
ら
し
の
先
進
都
市
～

鉾
田
市
の
発
展
の
た
め
に

①厚生文教委員
②１回
③無所属

井い

川が
わ　

倫と
も

士の
り

１

①経済建設委員
②１回
③無所属

渡わ
た

辺な
べ　

拓た
く

哉や

２

①厚生文教委員
②１回
③無所属

亀か
め

山や
ま　
　

彰あ
き
ら

３

①総務企画委員
②１回
③無所属

①経済建設委員
②５回
③無所属

①総務企画委員
②４回
③公明党

岸き
し

田だ　

一か
ず

夫お

米
よね

川
かわ

　宗
そう

司
じ

水
みず

上
かみ

 美
み

智
ち

子
こ

４

①経済建設委員
②１回
③無所属

二ふ

重た
え

作さ
く 

茂も

兵へ

衛え

５

①総務企画委員
②１回
③無所属

郡ぐ
ん

司じ　
　

功
つ
か
さ

６

①総務企画副委員長
②２回
③無所属

小お

沼ぬ
ま　
　

勝
ま
さ
る

７

①総務企画委員長
②２回
③無所属

根ね

嵜さ
き　
　

眞
ま
こ
と

８

①経済建設副委員長
②３回
③無所属

小お

沼ぬ
ま　

幸ゆ
き

義よ
し

９

①厚生文教委員長
②４回
③公明党

入い
り

江え　
　

晃こ
う

11

①厚生文教委員
②５回
③無所属

岩い
わ

間ま　

勝か
つ

栄え
い

12

①厚生文教副委員長
②５回
③無所属

井い

川が
わ　

茂し
げ

樹き

13

①経済建設委員長
②５回
③無所属

友と
も

部べ　

政ま
さ

德の
り

15

①厚生文教委員
②５回
③無所属

山や
ま

口ぐ
ち　
　

德
た
か
し

16

①経済建設委員
②６回
③無所属

田た

口ぐ
ち　

清せ
い

一い
ち

17

①厚生文教委員
②８回
③無所属

堀ほ
っ
た田 

正し
ょ
う

衛え

18

①総務企画委員
②８回
③日本共産党

高た
か

野の　
　

衛
ま
も
る

19

①総務企画委員
②８回
③無所属

倉く
ら

川か
わ　

陽あ
き

好よ
し

20

議
員
紹
介

議
席

番
号

氏
　
　
名

政
　
党

住
　
　
所

1

井
　
川
　
倫
　
士
無
所
属

烟
田
２
２
９
０
番
地
７

エ
ン
ト
ピ
ア
タ
ウ
ン
Ｂ
２
号

2

渡
　
辺
　
拓
　
哉
無
所
属

安
房
１
４
０
５
番
地
３
７

3

亀
　
山
　
　
　
彰
無
所
属

箕
輪
１
７
０
８
番
地

4

岸
　
田
　
一
　
夫
無
所
属

鉾
田
１
５
８
０
番
地
２

5

二
重
作
　
茂
兵
衛
無
所
属

借
宿
１
３
８
３
番
地

6

郡
　
司
　
　
　
功
無
所
属

大
和
田
１
８
８
番
地
７

7

小
　
沼
　
　
　
勝
無
所
属

箕
輪
２
８
４
５
番
地
２

8

根
　
嵜
　
　
　
眞
無
所
属

二
重
作
９
５
１
番
地

9

小
　
沼
　
幸
　
義
無
所
属

飯
島
２
４
番
地

10

水
　
上
　
美
智
子
公
明
党

飯
島
９
０
９
番
地
３
９

11

入
　
江
　
　
　
晃
公
明
党

鹿
田
６
３
番
地
１

12

岩
　
間
　
勝
　
栄
無
所
属

勝
下
７
７
０
番
地

13

井
　
川
　
茂
　
樹
無
所
属

箕
輪
１
９
６
６
番
地

14

米
　
川
　
宗
　
司
無
所
属

沢
尻
９
番
地

15

友
　
部
　
政
　
德
無
所
属

烟
田
１
９
９
４
番
地

16

山
　
口
　
　
　
德
無
所
属

大
戸
５
４
４
番
地

17

田
　
口
　
清
　
一
無
所
属

勝
下
２
４
４
番
地
１

18

堀
　
田
　
正
　
衛
無
所
属

徳
宿
３
１
０
７
番
地

19

高
　
野
　
　
　
衛
日
本
共
産
党

青
柳
２
７
８
６
番
地
１
３

20

倉
　
川
　
陽
　
好
無
所
属

札
１
３
７
番
地
２

（注）写真欄中の丸数字
 ①所属常任委員会
 ②市議当選回数
 　（合併以前を含む）
 ③政党
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◎
全
員
賛
成

●
賛
成
多
数   

●
賛
成
少
数

△
継
続
審
査

提
出
議
案
と
審
議
結
果

　

平
成
27
年
第
２
回
定
例
会
は
、
５
月
19
日
か
ら

５
月
29
日
ま
で
の
11
日
間
の
会
期
で
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

議
案
は
、
市
長
か
ら
鉾
田
市
個
人
情
報
の
保
護

に
関
す
る
条
例
、
一
般
会
計
補
正
予
算
、
市
教
育

委
員
会
教
育
長
の
任
命
な
ど
が
提
出
さ
れ
、
議
員

か
ら
鉾
田
市
議
会
委
員
会
条
例
と
鉾
田
市
議
会
会

議
規
則
の
一
部
改
正
に
つ
い
て
が
提
出
さ
れ
ま
し

た
。

　

一
般
質
問
は
、
６
人
の
議
員
か
ら
通
告
が
あ

り
、
市
の
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
、
行
方
市
、

潮
来
市
と
の
広
域
ご
み
処
理
、
プ
レ
ミ
ア
ム
付
き

商
品
券
の
発
売
、
子
育
て
支
援
、
聴
覚
障
が
い
児

へ
の
支
援
、
鉾
田
北
小
学
校
の
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の

運
行
な
ど
の
事
項
に
つ
い
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

各
常
任
委
員
会
で
は
、
請
願
審
査
や
所
管
事
務

調
査
を
行
い
ま
し
た
。
所
管
事
務
調
査
で
は
、
大

涸
沼
漁
業
協
同
組
合
、
鉾
田
北
小
学
校
の
工
事
の

進
捗
状
況
な
ど
を
視
察
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
定
例
会
で
は
、
予
算
、
条
例
、
人
事
な

ど
の
18
の
議
案
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

５
月
19
日
（
火
）　

本
会
議

 

・
開
会

 
・
会
議
録
署
名
人
の
指
名

 
・
会
期
の
決
定

 

・
諸
般
の
報
告

 

・
行
政
報
告
並
び
に

 

　

市
長
提
出
議
案
の
説
明

５
月
21
日
（
木
）　

本
会
議

 

・
一
般
質
問

５
月
22
日
（
金
）　

経
済
建
設
常
任
委
員
会

 

・
所
管
事
務
調
査

５
月
25
日
（
月
）　

総
務
企
画
常
任
委
員
会

 

・
請
願
審
査

５
月
26
日
（
火
）　

厚
生
文
教
常
任
委
員
会

 

・
所
管
事
務
調
査

５
月
29
日
（
金
）　

本
会
議

 

・
委
員
長
報
告

 

・
市
長
提
出
議
案
の

 

　

質
疑
・
討
論
・
採
決

 

・
議
員
提
出
議
案
の
説
明

 

　

質
疑
・
討
論
・
採
決

 

・
閉
会
中
の
継
続
審
査

 

・
閉
会

平
成
26
年
度
補
正
予
算

◎
専
決
処
分
の
承
認
に
つ
い
て

　

平
成
26
年
度
鉾
田
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
８
号
）

平
成
27
年
度
補
正
予
算

◎
専
決
処
分
の
承
認
に
つ
い
て

　

平
成
27
年
度
鉾
田
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

●
平
成
27
年
度
鉾
田
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

◎
平
成
27
年
度
鉾
田
市
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
補
正
予

算
（
第
１
号
）

◎
平
成
27
年
度
鉾
田
市
介
護
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
１
号
）

条
例
・
規
則
の
一
部
改
正
等

●
専
決
処
分
の
承
認
に
つ
い
て

　

鉾
田
市
税
条
例
等
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

●
専
決
処
分
の
承
認
に
つ
い
て

　

鉾
田
市
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

◎
専
決
処
分
の
承
認
に
つ
い
て

　

鉾
田
市
介
護
保
険
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

●
鉾
田
市
個
人
情
報
の
保
護
に
関
す
る
条
例
の
制
定
に
つ

い
て

●
鉾
田
市
の
保
有
す
る
情
報
の
公
開
に
関
す
る
条
例
の
制

定
に
つ
い
て

●
鉾
田
市
情
報
公
開
・
個
人
情
報
保
護
審
査
会
条
例
の
制

定
に
つ
い
て

●
鉾
田
市
税
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

◎
鉾
田
市
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

そ
の
他

◎
市
道
路
線
の
変
更
に
つ
い
て

◎
工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

人　

事

◎
鉾
田
市
教
育
委
員
会
教
育
長
の
任
命
に
つ
い
て

報　

告

　

平
成
26
年
度
鉾
田
市
情
報
公
開
実
施
状
況
に
つ
い
て

平
成
27
年
第
１
回
鉾
田
市
議
会
臨
時
会

選　

挙
（
当
選
人
）

　

議
長
選
挙

　
　

米 

川　

宗 

司

　

副
議
長
選
挙

　
　

水 

上 

美
智
子

　

鹿
行
広
域
事
務
組
合
議
会
議
員
選
挙

　
　

友 

部　

政 

德
・
井 

川　

茂 

樹
・
岩 

間　

勝 

栄

　

大
洗
・
鉾
田
・
水
戸
環
境
組
合
議
会
議
員
選
挙

　
　

堀 

田　

正 

衛
・
田 

口　

清 

一

　
　

根 

嵜 　
　

眞
・
亀 

山　
　

 

彰

　

茨
城
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
議
会
議
員
選
挙

　
　

入 

江　
　

 

晃

人　

事

◎
鉾
田
市
監
査
委
員
の
選
任

　
　

山 

口　

 　

德

平
成
27
年
第
２
回
定
例
会
の
日
程

第
２
回
定
例
会
の
概
要

　

平
成
27
年
７
月
13
日
に
第
１
回
の
臨
時
会
が
開

か
れ
ま
し
た
。

　

初
め
に
議
長
選
挙
が
行
わ
れ
、
米
川　

宗
司
議

長
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。
選
挙
の
結
果
は
次
の
と

お
り
で
す
。

　

米 

川　

宗 

司　

議
員　

10
票

　

井 

川　

茂 

樹　

議
員　

７
票

　

入 

江 　
　

晃　

議
員　

２
票

　

高 

野 　
　

衛　

議
員　

１
票

　

続
い
て
議
席
の
指
定
、
会
議
録
署
名
議
員
の
指

名
、
会
期
の
決
定
が
行
わ
れ
た
あ
と
、
副
議
長
の

選
挙
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
９
票
で
２
人
の
議
員
の

得
票
が
同
数
と
な
り
ま
し
た
の
で
、
く
じ
に
よ
る

抽
選
が
行
わ
れ
、
水
上　

美
智
子
議
員
が
、
副
議

長
の
当
選
人
と
な
り
ま
し
た
。
選
挙
の
結
果
は
次

の
と
お
り
で
す
。

　

水 

上 

美
智
子　

議
員　

９
票

　

小 

沼　

幸 

義　

議
員　

９
票

　

井 

川　

茂 

樹　

議
員　

１
票

　

高 

野 　
　

衛　

議
員　

１
票

　

副
議
長
の
選
挙
の
後
、
各
常
任
委
員
会
委
員
の

選
任
、
議
会
運
営
委
員
会
委
員
の
選
任
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

次
に
、
一
部
事
務
組
合
、
広
域
連
合
の
議
会
議

員
選
挙
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

市
長
か
ら
監
査
委
員
の
選
任
に
つ
い
て
同
意
を

求
め
る
議
案
が
提
出
さ
れ
、
3
件
の
報
告
案
件
の

説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

（
そ
の
１
）

１
．
仮
議
席
の
指
定

２
．
議
長
の
選
挙

（
そ
の
２
）

１
．
議
席
の
指
定

２
．
会
議
録
署
名
議
員
の
指
名

３
．
会
期
の
決
定

４
．
副
議
長
の
選
挙

５
．
常
任
委
員
会
委
員
の
選
任

６
．
議
会
運
営
委
員
会
委
員
の
選
任

７
．
鹿
行
広
域
事
務
組
合
議
会
議
員
の
選
挙

８
．
大
洗
・
鉾
田
・
水
戸
環
境
組
合

　
　

議
会
議
員
の
選
挙

９
．
茨
城
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

　
　

議
会
議
員
の
選
挙

10
．
議
案
第
１
号

　
　

提
案
説
明
・
質
疑
・
討
論
・
採
決

11
．
報
告
第
１
号
～
３
号

平
成
27
年
第
１
回
臨
時
会
の

　
　
　
　
　
　
　
　
議
事
日
程

第
１
回
臨
時
会
の
概
要

 

平
成
27
年
第
２
回
鉾
田
市
議
会
定
例
会
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委 員 会名 定数 委員長 副委員長 委　　　　員

総務企画常任委員会 7 人 根 嵜　 眞 小 沼　 勝
岸 田　 一 夫 郡 司　　 功
水 上 美 智 子 高 野　　 衛
倉 川　 陽 好

経済建設常任委員会 6 人 友 部　 政 德 小 沼　 幸 義 渡 辺　 拓 哉 二重作 茂兵衛
米 川　 宗 司 田 口　 清 一

厚生文教常任委員会 7 人 入 江　 晃 井 川　 茂 樹
井 川　 倫 士 亀 山　　 彰
岩 間　 勝 栄 山 口　　 德
堀 田　 正 衛

議 会 運 営 委 員 会 7 人 井 川　 茂 樹 小 沼　 幸 義
小 沼　　 勝 根 嵜　　 眞
入 江　　 晃 友 部　 政 德
田 口　 清 一

議会広報編集委員会 6 人 郡 司　 功 井 川　 倫 士 渡 辺　 拓 哉 亀 山　　 彰
岸 田　 一 夫 小 沼　 幸 義

第1回臨時会で、各種委員会委員が決定しました。

議　長

演　壇

書記席

質問席

郡司　功 二重作茂兵衛

岩間勝栄 入江　晃

倉川陽好 高野　衛

米川宗司 井川茂樹

根嵜　眞 小沼　勝

渡辺拓哉

堀田正衛 田口清一

岸田一夫 亀山　彰

井川倫士

水上美智子 小沼幸義

友部政德
山口　德

議会
事務局長

会計
管理者

教育部長

教育長 副市長 市 長

市民部長 総務部長
健康福祉

部長

産業経済
部長 建設部長 旭市民

センター長
大洋市民
センター長

上下水道
部長

農業委員会
事務局長

議会事務局席

鉾田市議会議席表
（平成 27年 7月 13日現在）

が
、
少
な
く
と
も
5
億
４
０
０
０

万
円
が
鉾
田
市
内
で
消
費
さ
れ

ま
す
。
今
ま
で
鉾
田
市
外
で
消

費
さ
れ
て
い
た
も
の
が
、
鉾
田

市
内
の
小
売
店
も
し
く
は
大
型

店
で
消
費
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、

鉾
田
市
内
に
お
い
て
は
あ
る
一

定
の
経
済
効
果
が
あ
る
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

地
権
者
の
同
意
が
得
ら

れ
ま
し
た
の
で
、
境
界

復
元
測
量
、
地
形
測
量
、
補
償

調
査
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。
地

形
測
量
と
は
、
土
地
の
高
低
差

を
明
ら
か
に
す
る
作
業
で
、
切

鉾
田
南
中
学
校
区
の
統

合
小
学
校
整
備
事
業

に
つ
い
て
、
こ
れ
か
ら
の
進
め

方
、
計
画
に
つ
い
て
お
伺
い
し

ま
す
。

平
成
27
年
第
２
回
定
例
会

〈
本
会
議
〉
５
月
29
日

主
な
質
疑

り
土
、
盛
り
土
の
量
を
調
べ
る

た
め
の
業
務
委
託
と
な
り
ま

す
。
補
償
調
査
に
つ
き
ま
し
て

は
、
立
木
補
償
の
調
査
で
あ
り

ま
す
。
今
後
は
、
今
回
の
測
量

の
成
果
を
基
本
計
画
策
定
に
生

か
し
て
い
き
、
平
成
28
年
度
で

実
施
設
計
、
平
成
29
、
30
年
度

で
工
事
を
行
い
、
平
成
31
年
度

の
開
校
を
目
指
す
と
い
う
予
定

で
す
。

プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
の

事
業
に
つ
い
て
、
ど
の

く
ら
い
経
済
効
果
が
あ
る
の
か

お
伺
い
し
ま
す
。

具
体
的
な
数
字
に
つ
い

て
推
定
は
で
き
ま
せ
ん

議
案
第
11
号

平
成
27
年
度
鉾
田
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
2
号
）

○
提
案
趣
旨

　

 

補
正
の
主
な
内
容
は
、
鉾
田
南
中
学
校
区
の
統
合
小
学
校

整
備
に
係
る
用
地
測
量
、
補
償
調
査
費
用
、
ラ
ム
サ
ー
ル

条
約
登
録
に
伴
う
案
内
看
板
の
作
成
費
用
や
水
処
理
セ
ン

タ
ー
周
辺
環
境
整
備
事
業
に
よ
る
補
償
費
な
ど
を
増
額
す

る
と
と
も
に
、
県
の
地
方
創
生
事
業
に
よ
る
ひ
と
り
親
家

庭
等
学
習
応
援
事
業
、
子
育
て
家
庭
・
シ
ニ
ア
応
援
プ
レ
ミ

ア
ム
商
品
券
購
入
補
助
事
業
な
ど
を
追
加
す
る
も
の
で
す
。

問

問

答

答
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こ
こ
が
聞
き
た
い
！
一
般
質
問

東
日
本
大
震
災
で
の

大
規
模
な
津
波
に
よ

り
東
北
３
県
で
は
大
勢
の
犠

牲
者
が
出
ま
し
た
。
被
害
に

遭
っ
た
地
域
で
は
、
今
、
海
岸

線
の
大
規
模
な
堤
防
を
建
設

し
て
い
る
よ
う
で
す
。
鉾
田
市

に
お
い
て
は
、
大
洋
地
区
や
旭

地
区
、
鉾
田
地
区
で
は
大
竹

海
岸
付
近
に
堤
防
が
で
き
て

い
ま
す
が
、
い
ま
だ
堤
防
の
整

備
が
さ
れ
て
い
な
い
地
区
も

あ
り
ま
す
の
で
、
堤
防
整
備

の
進
捗
状
況
を
伺
い
ま
す
。

　

ま
た
、
震
災
復
旧
復
興
特

別
委
員
会
に
お
い
て
平
井
海

岸
等
の
現
状
を
視
察
し
た
際

に
、
県
の
工
事
事
務
所
の
方
に

海
岸
浸
食
の
問
題
に
つ
い
て
、

ぜ
ひ
鉾
田
地
区
で
も
養
浜
事

業
に
取
り
組
む
よ
う
に
お
願

い
し
て
き
ま
し
た
。
現
在
、
旭

地
区
か
ら
事
業
を
進
め
て
い

る
と
い
う
話
も
あ
る
よ
う
で

す
が
、
海
岸
の
砂
浜
再
生
に
つ

い
て
も
現
在
ど
の
よ
う
に
進

ん
で
い
る
の
か
お
聞
き
し
ま

す
。

【
建
設
部
長
】
ま
ず
堤

防
建
設
の
件
で
す
が
、

現
在
茨
城
県
で
は
東
日
本
大
震

災
の
復
興
事
業
と
し
て
、
今
後

の
津
波
や
高
潮
、波
浪
に
備
え
、

緊
急
性
の
高
い
区
間
を
優
先
に

堤
防
の
か
さ
上
げ
を
進
め
て
い

ま
す
。鉾
田
市
内
に
つ
い
て
は
、

海
岸
の
背
後
が
低
く
、
住
宅
が

接
近
し
て
い
る
大
洋
海
岸
が
対

象
区
間
と
な
っ
て
い
ま
す
。
大

洋
海
岸
の
進
捗
状
況
で
す
が
、

昨
年
度
末
ま
で
に
県
と
市
で
協

力
し
て
地
元
住
民
へ
の
説
明
が

終
了
し
て
お
り
、
現
在
は
工
事

の
着
手
に
向
け
て
準
備
を
進
め

て
い
る
と
の
こ
と
で
す
。

　

そ
れ
か
ら
、
砂
浜
の
再
生
の

件
で
す
が
、
現
在
旭
海
岸
の
上

釜
地
区
で
浸
食
対
策
事
業
を
進

め
て
お
り
、
養
浜
工
事
を
毎
年

実
施
し
、
砂
浜
の
回
復
に
努
め

て
い
ま
す
。
少
し
ず
つ
で
は
あ

り
ま
す
が
効
果
が
あ
ら
わ
れ
て

き
て
い
る
と
伺
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、鉾
田
海
岸
に
つ
い
て
は
、

既
存
ヘ
ッ
ド
ラ
ン
ド
の
延
伸
及

び
養
浜
に
よ
る
対
策
工
法
の
着

工
に
向
け
て
、
地
区
漁
業
組

合
な
ど
と
協
議
中
と
の
こ
と
で

す
。
い
ず
れ
の
海
岸
に
つ
い
て

も
、
早
期
に
事
業
進
捗
が
図
ら

れ
る
よ
う
、
引
き
続
き
茨
城
県

の
ほ
う
に
働
き
か
け
を
し
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

問

答

海岸整備につい
ての取り組みは
どのようになっ
ているか
倉 川　 陽 好 議員

ここが聞きたい!!
一般質問

6人の議員が一般質問

ホームページで
一般質問の会議録が見られます

市のホームページで、本会議の会議録を公開しています。
①鉾田市のホームページへアクセスする。
   アドレス http://www.city.hokota.lg.jp
②市ガイド内の「鉾田市議会」をクリックする。
③会議録をクリックする。
　なお、今定例会の会議録公開は、9月頃の予定です。
　本会議の会議録（冊子）は、市立図書館で閲覧できます。

議 員 名 質    問    事    項

倉 川 陽 好

１. 海岸整備について
２. 市への土地の寄付の取扱い

について
３. 旧市内排水路整備について
４. 鉾 田 市 の シ テ ィ プ ロ モ ー

ションについて

石 津 武 吉

１. 学校統廃合による小学生へ
の影響について

２. 行方市、潮来市との広域ごみ
処理について

３. 鉾田市商工ソーラー発電に貸
した市有地の形状について

入 江 　 晃

１. プレミアム商品券発売につ
いて

２. 聴覚障害児に関する助成金
について

３. 地域再生制度による地域再
生計画の認定について

４. 地域包括ケアシステムの構
築について

山 口 　 德
１. 子育て支援について
２. 男女共同参画について
３. 都市農業振興基本法について

水上 美智子

１. 空き家対策について
２. 発達障害への支援について
３. 認知症への取り組みについ

て
４. 特定健診について

高 野 　 衛

１. ウィルス性肝がん・肝硬変へ
の対策について

２. 鉾田北中学校の多目的グラ
ンドの整備と利用について

３. 鉾田北小学校のスクールバ
スの運行について

４. 農家の所得向上と担い手育
成について

検　索鉾田市役所ホームページ

 

○
反
対
討
論
（
高
野
　
衛
）

　

本
案
は
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
の
実
施
に
伴
う
も
の
で
す
が
、
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
制
度
は
社
会
保
障
や
税
の
個
人
情
報
を
国
が
管
理
、
活
用
す
る

も
の
で
あ
り
ま
す
。
政
府
は
、
行
政
手
続
が
便
利
に
な
る
と
説
明
し
て

い
ま
す
が
、
市
民
に
と
っ
て
は
申
請
の
際
の
身
分
証
明
書
に
な
る
、
所

得
証
明
書
の
添
付
を
省
略
で
き
る
と
い
っ
た
程
度
で
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

同
様
の
制
度
を
導
入
し
て
い
る
諸
外
国
で
は
、
保
護
条
例
等
が
あ
っ
て

も
情
報
の
大
量
流
出
、
不
正
使
用
が
問
題
に
な
り
、
制
度
の
見
直
し
議

論
が
起
こ
っ
て
お
り
ま
す
。

　

政
府
が
国
会
に
提
出
し
て
い
る
改
正
案
で
は
、
預
貯
金
口
座
な
ど
に

も
適
用
拡
大
す
る
と
し
、
こ
の
適
用
拡
大
は
税
務
調
査
な
ど
の
活
用
が

狙
い
と
言
わ
れ
て
お
り
ま
す
。
内
閣
府
の
行
っ
た
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
に
関

す
る
世
論
調
査
で
は
、
内
容
ま
で
知
っ
て
い
た
人
は
わ
ず
か
28
％
で
、

国
民
の
切
実
な
要
求
で
な
い
こ
と
、
不
安
を
抱
い
て
い
る
こ
と
が
浮
き

彫
り
に
な
っ
て
い
ま
す
。
以
上
の
理
由
か
ら
本
案
に
反
対
い
た
し
ま
す
。

 

○
賛
成
討
論
（
倉
川
陽
好
）

　

平
成
27
年
10
月
か
ら
個
人
番
号
が
通
知
さ
れ
、
28
年
度
１
月
か
ら
順

次
利
用
が
開
始
さ
れ
る
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
の
導
入
に
伴
い
、
個
人
情
報

漏
え
い
等
の
対
策
を
講
じ
る
関
連
3
条
例
の
制
定
と
理
解
い
た
し
ま
す
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
と
は
、
国
民
一
人
一
人
に
割
り
当
て
ら
れ
る
社
会
保
障
、

税
の
個
人
番
号
で
、
平
成
28
年
の
1
月
か
ら
社
会
保
障
、
税
、
災
害
対

策
の
分
野
で
活
用
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
各
種
手
続
が
簡
素
化
さ
れ
る
と

い
う
利
点
も
あ
り
、
面
倒
だ
っ
た
行
政
手
続
が
よ
り
簡
単
に
、
よ
り
正

確
に
な
る
と
い
う
メ
リ
ッ
ト
も
あ
り
ま
す
。
以
上
の
よ
う
に
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
の
導
入
に
よ
り
公
平
な
住
民
サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
な

る
と
期
待
い
た
し
ま
す
。

 

な
お
、
市
民
に
対
し
て
は
正
確
な
周
知
が
必
要
と
思
い
ま
す
の
で
、
執

行
部
だ
け
に
任
せ
る
の
で
は
な
く
、
市
議
会
と
し
て
も
こ
れ
ら
の
周
知

に
努
め
、
市
民
に
啓
発
し
て
い
く
こ
と
も
大
事
な
仕
事
で
あ
る
思
い
ま

す
。
以
上
、
本
案
に
対
し
て
賛
成
の
意
を
表
し
ま
す
。

〇
反
対
討
論
（
高
野
　
衛 
議
員
）

　

本
案
は
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
の
実
施
に
伴
う
も

の
で
す
が
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
は
社
会
保
障
や

税
の
個
人
情
報
を
国
が
管
理
、
活
用
す
る
も
の
で

あ
り
ま
す
。
政
府
は
、
行
政
手
続
が
便
利
に
な
る

と
説
明
し
て
い
ま
す
が
、
市
民
に
と
っ
て
は
申
請

の
際
の
身
分
証
明
書
に
な
る
、
所
得
証
明
書
の
添

付
を
省
略
で
き
る
と
い
っ
た
程
度
で
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
同
様
の
制
度
を
導
入
し
て
い
る
諸
外
国
で

は
、
保
護
条
例
等
が
あ
っ
て
も
情
報
の
大
量
流
出
、

不
正
使
用
が
問
題
に
な
り
、
制
度
の
見
直
し
議
論

が
起
こ
っ
て
お
り
ま
す
。

　

政
府
が
国
会
に
提
出
し
て
い
る
改
正
案
で
は
、

預
貯
金
口
座
な
ど
に
も
適
用
拡
大
す
る
と
し
、
こ

の
適
用
拡
大
は
税
務
調
査
な
ど
の
活
用
が
狙
い
と

言
わ
れ
て
お
り
ま
す
。
内
閣
府
の
行
っ
た
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
に
関
す
る
世
論
調
査
で
は
、
内
容
ま
で

知
っ
て
い
た
人
は
わ
ず
か
28
％
で
、
国
民
の
切
実

な
要
求
で
な
い
こ
と
、
不
安
を
抱
い
て
い
る
こ
と

が
浮
き
彫
り
に
な
っ
て
い
ま
す
。
以
上
の
理
由
か

ら
本
案
に
反
対
い
た
し
ま
す
。

第２回 定例会
欠席者

5月21日 本会議
江沼 久男

各 議 員 の 賛 否（賛成反対が分かれた議案のみ掲載）

議員名
小

沼 

勝

根

嵜
　

眞

小
沼
　
幸
義

出
沼
　
丈
夫

水
上
　
美
智
子

入

江
　

晃

江
沼
　
久
男

小
沼
　
俊
秀

岩
間
　
勝
栄

畠
　

長

弘

井
川
　
茂
樹

米
川
　
宗
司

友
部
　
政
德

山

口
　

德

栗

田
　

洋

田
口
　
清
一

堀
田
　
正
衛

高

野
　

衛

石
津
　
武
吉

倉
川
　
陽
好

採
決
結
果　　　　　　　　議　　案　　名 反対

討論
賛成
討論

専決処分の承認について
　鉾田市税条例の一部改正について 石津 倉川 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ● ● ○ 可決

専決処分の承認について
　鉾田市国民健康保険税条例の一部改正について 石津 倉川 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ● ● ○ 可決

鉾田市個人情報の保護に関する条例の制定について 高野 倉川 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ● ● ○ 可決

鉾田市の保有する情報の公開に関する条例の制定について 高野 倉川 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ● ● ○ 可決

鉾田市情報公開・個人情報保護審査会条例の制定について 高野 倉川 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ● ● ○ 可決

鉾田市税条例の一部改正について 高野 倉川 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ● ● ○ 可決

平成27年度鉾田市一般会計補正予算（第２号） 高野 倉川 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ● ● ○ 可決

○：議案に対して賛成　 ●：議案に対して反対　 議：議長　 欠：欠席　 退：退席

〇
賛
成
討
論
（
倉
川 

陽
好 

議
員
）

　

利
用
が
開
始
さ
れ
る
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
の

導
入
に
伴
い
、
個
人
情
報
漏
え
い
等
の
対
策

を
講
じ
る
関
連
3
条
例
の
制
定
と
理
解
い
た

し
ま
す
。
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
と
は
、
国
民
一
人

一
人
に
割
り
当
て
ら
れ
る
社
会
保
障
、
税
の

個
人
番
号
で
、
平
成
28
年
の
1
月
か
ら
社
会

保
障
、
税
、
災
害
対
策
の
分
野
で
活
用
さ
れ

ま
す
。
ま
た
、
各
種
手
続
が
簡
素
化
さ
れ
る

と
い
う
利
点
も
あ
り
、
面
倒
だ
っ
た
行
政
手

続
が
よ
り
簡
単
に
、
よ
り
正
確
に
な
る
と
い

う
メ
リ
ッ
ト
も
あ
り
ま
す
。
以
上
の
よ
う
に

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
導
入
に
よ
り
公
平
な
住
民

サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
と
期

待
い
た
し
ま
す
。

 

な
お
、
市
民
に
対
し
て
は
正
確
な
周
知
が
必

要
と
思
い
ま
す
の
で
、
執
行
部
だ
け
に
任
せ

る
の
で
は
な
く
、
市
議
会
と
し
て
も
こ
れ
ら

の
周
知
に
努
め
、
市
民
に
啓
発
し
て
い
く
こ

と
も
大
事
な
仕
事
で
あ
る
思
い
ま
す
。
以
上
、

本
案
に
対
し
て
賛
成
の
意
を
表
し
ま
す
。

鉾
田
市
の
保
有
す
る
情
報
の
公
開
に
関
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

鉾
田
市
個
人
情
報
の
保
護
に
関
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

鉾
田
市
情
報
公
開
・
個
人
情
報
保
護
審
査
会
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

主
な
討
論
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こ
こ
が
聞
き
た
い
！
一
般
質
問

こ
こ
が
聞
き
た
い
！
一
般
質
問

平
成
28
年
４
月
に
本

市
初
の
統
合
小
学
校

が
開
校
す
る
の
を
契
機
に
、
小

学
校
に
入
学
す
る
子
ど
も
た

ち
が
本
市
の
マ
ー
ク
の
入
っ

た
ラ
ン
ド
セ
ル
を
６
年
間

持
っ
て
登
校
す
る
こ
と
は
、
子

ど
も
た
ち
に
感
動
を
与
え
る

と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
同
じ
ラ

ン
ド
セ
ル
で
あ
れ
ば
、
優
劣
感

も
な
く
伸
び
伸
び
と
学
習
が

で
き
る
と
思
い
ま
す
の
で
、
ラ

ン
ド
セ
ル
の
無
料
配
布
が
で

き
な
い
か
伺
い
ま
す
。

【
教
育
部
長
】
大
手
販

売
企
業
の
調
査
で
は
、

厚
生
労
働
省
の
実

態
調
査
に
よ
る
と
、

全
国
の
聴
覚
障
が
い
児
は

１
万
5
8
0
0
人
い
る
と
さ
れ

て
い
ま
す
。
乳
幼
児
の
健
康
診

断
に
お
け
る
聴
力
検
査
で
軽
度

難
聴
や
片
耳
難
聴
な
ど
が
早
い

段
階
で
発
見
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
が
、
聴
力
を
補
う
た

め
の
支
援
は
十
分
と
は
言
え
ま

せ
ん
。難
聴
児
の
聴
力
向
上
は
、

平
等
に
学
び
、
生
活
す
る
権
利

を
手
に
入
れ
る
こ
と
に
つ
な
が

り
ま
す
。
そ
の
た
め
に
も
補
聴

器
の
補
助
金
制
度
等
の
支
援
は

重
要
で
す
。
難
聴
児
の
補
聴
器

購
入
し
た
ラ
ン
ド
セ
ル
の
う
ち

約
３
割
を
両
親
以
外
が
購
入
し

て
い
る
と
い
う
こ
と
で
、
孫
へ

の
プ
レ
ゼ
ン
ト
と
し
て
祖
父
母

が
購
入
す
る
ケ
ー
ス
も
多
い
と

思
い
ま
す
。
核
家
族
化
の
進
行

す
る
昨
今
、
ラ
ン
ド
セ
ル
の
購

入
を
通
し
て
祖
父
母
と
の
き
ず

な
を
深
め
、
大
切
に
す
る
気
持

ち
が
培
わ
れ
る
こ
と
に
は
大
き

な
効
果
と
意
義
が
あ
る
と
考
え

ま
す
。
そ
の
た
め
、
本
市
で
は
、

現
在
の
と
こ
ろ
ラ
ン
ド
セ
ル
を

配
布
す
る
考
え
は
あ
り
ま
せ
ん
。

県
内
で
も
ラ
ン
ド

セ
ル
の
無
料
配
布

の
助
成
金
制
度
や
授
業
の
支
援

の
取
り
組
み
に
つ
い
て
、
鉾
田

市
で
は
ど
の
よ
う
に
対
応
し
て

い
る
か
伺
い
ま
す
。

【
健
康
福
祉
部
長
】
今

年
度
茨
城
県
か
ら
、
こ

れ
ま
で
助
成
対
象
外
だ
っ
た
、

身
体
障
害
者
手
帳
の
交
付
を
受

け
ら
れ
な
い
軽
度
、
中
等
度
の

難
聴
児
の
保
護
者
に
対
す
る
補

聴
器
購
入
費
補
助
事
業
を
実

施
す
る
旨
の
情
報
を
得
て
い
ま

す
。
補
聴
器
購
入
に
対
す
る
負

担
割
合
は
、
県
が
３
分
の
１
、

市
が
３
分
の
１
、
本
人
負
担
が

３
分
の
１
と
な
っ
て
い
ま
す
。

が
随
分
進
ん
で
い
る
と
思
い

ま
す
が
、
県
内
で
無
料
配
布

を
し
て
い
る
市
町
村
が
あ
れ

ば
お
答
え
願
い
ま
す
。

【
教
育
部
長
】　

県
内

で
は
、
北
茨
城
市
、

高
萩
市
、日
立
市
、
小
美
玉
市
、

桜
川
市
、
筑
西
市
、
土
浦
市
、

鹿
嶋
市
、
石
岡
市
、
利
根
町

の
10
市
町
で
ラ
ン
ド
セ
ル
の
無

料
配
布
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

24
時
間
対
応
の
健
康

相
談
窓
口
は
、
育
児

相
談
の
ほ
か
、
病
気
や
け
が

を
し
た
と
き
の
対
処
方
法
な

ど
を
相
談
す
る
こ
と
で
、
よ

本
事
業
に
つ
い
て
は
、
茨
城
県

か
ら
詳
細
な
内
容
が
確
認
で
き

次
第
、
本
市
で
も
早
期
の
実
施

に
向
け
取
り
組
ん
で
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

【
教
育
部
長
】
小
学
校
で
の
支

援
策
に
つ
い
て
、
教
室
で
は
、

担
任
の
先
生
の
言
葉
を
き
ち

ん
と
聞
き
取
れ
る
よ
う
、
ピ
ン

マ
イ
ク
を
使
っ
た
授
業
や
、
椅

子
や
机
の
脚
の
下
に
フ
ェ
ル
ト

を
貼
っ
て
、
補
聴
器
に
雑
音
が

入
ら
な
い
よ
う
な
取
り
組
み
を

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
児
童
へ

の
対
応
に
つ
い
て
会
議
を
開
催

し
、
全
校
で
見
守
る
体
制
づ
く

り
一
層
子
育
て
支
援
の
重
み

を
増
す
と
思
い
ま
す
の
で
、

市
医
師
会
と
タ
イ
ア
ッ
プ
し

て
開
設
し
て
は
い
か
が
で

し
ょ
う
か
。

【
健
康
福
祉
部
長
】
24

時
間
対
応
の
健
康
相

談
窓
口
を
開
設
す
る
の
は
、
医

師
不
足
等
も
あ
り
難
し
い
問

題
で
は
あ
り
ま
す
が
、
ま
ず
は

近
々
鹿
嶋
医
師
会
所
属
の
鉾

田
市
内
の
医
師
の
方
々
と
懇

談
会
等
を
開
催
し
、
鉾
田
市

の
医
療
対
策
等
に
つ
い
て
意

見
の
交
換
を
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

り
、
水
戸
聾
学
校
と
の
情
報
交

換
な
ど
の
支
援
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

補
聴
器
に
は
値
段

の
違
い
も
あ
り
ま

す
が
、
補
助
の
上
限
は
考
え
て

い
る
の
か
お
聞
き
し
ま
す
。　

【
健
康
福
祉
部
長
】
軽

度
並
び
に
中
等
度
の

方
に
つ
い
て
は
、
基
準
額
が

あ
り
、
軽
度
、
中
等
度
難
聴

者
用
ポ
ケ
ッ
ト
型
補
聴
器
で

す
と
４
万
３
２
０
０
円
が
上

限
で
、
軽
度
、
中
等
度
の
耳

か
け
用
の
補
聴
器
に
な
る
と

５
万
２
９
０
０
円
が
上
限
で
す
。

問

問

問

再
質
問

再
質
問

答

答

答

答答

ランドセルの無料
配布や、健康相談
窓口の開設による
育児支援の考えは

難聴児への支援
にどのように取
り組んでいるか

山 口  德 入 江  晃議員 議員

最
近
の
研
究
に
よ
り
、

胃
が
ん
の
95
％
以
上
は

ピ
ロ
リ
菌
の
感
染
に
よ
る
こ
と

が
明
ら
か
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

胃
が
ん
の
早
期
発
見
の
た
め
に
、

バ
リ
ウ
ム
、
内
視
鏡
検
査
に
よ

る
取
り
組
み
を
多
く
の
自
治
体

が
行
っ
て
い
ま
す
が
、
検
診
率

が
上
が
ら
な
い
の
が
現
状
で
は

な
い
か
と
思
い
ま
す
。
こ
の
よ

う
な
状
況
を
踏
ま
え
、
市
民
の

生
命
を
守
る
観
点
か
ら
、
本
市

に
お
い
て
も
特
定
健
診
時
に
、

ピ
ロ
リ
菌
の
早
期
発
見
、
早
期

治
療
に
つ
な
が
る
胃
が
ん
リ
ス

ク
検
診
の
導
入
に
取
り
組
ん
で

い
た
だ
け
な
い
か
伺
い
ま
す
。

【
健
康
福
祉
部
長
】
特
定

健
診
へ
の
ピ
ロ
リ
菌
検

査
の
導
入
で
す
が
、
現
在
厚
生

労
働
省
の
、
が
ん
検
診
の
あ
り

方
に
関
す
る
検
討
委
員
会
に
お

い
て
、
有
効
性
が
検
討
さ
れ
て

い
ま
す
が
、
結
論
に
は
至
っ
て
い

ま
せ
ん
。
ピ
ロ
リ
菌
検
査
に
つ
い

て
は
、
国
、
県
の
動
向
を
注
視

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
、

現
時
点
で
は
胃
部
エ
ッ
ク
ス
線

検
査
で
胃
が
ん
の
検
診
を
進
め

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

胃
が
ん
の
リ
ス
ク
を

高
め
る
ピ
ロ
リ
菌
の

早
期
発
見
・
早
期
治
療
は
、
医
療

費
の
削
減
に
つ
な
が
る
と
思
い

ま
す
。
25
年
度
の
特
定
健
診
の

受
診
者
数
は
4
6
3
6
名
で
し

た
が
、
26
年
度
に
つ
い
て
は
何

名
く
ら
い
か
、
そ
し
て
受
診
率

は
ど
の
く
ら
い
か
を
伺
い
ま
す
。

【
健
康
福
祉
部
長
】
胃
が

ん
の
検
診
者
数
で
す
が
、

平
成
26
年
度
は
４
４
９
９
人
、

受
診
率
は
20
・
5
％
で
す
。

ま
だ
ま
だ
受
診
率
が

上
が
っ
て
い
な
い
と

い
う
結
果
だ
と
思
い
ま
す
。
受

診
率
を
上
げ
て
医
療
費
の
削
減

に
つ
な
げ
る
た
め
に
、
胃
が
ん

リ
ス
ク
検
診
は
そ
の
一
助
に
な

る
と
思
い
ま
す
の
で
、
こ
の
検

診
の
導
入
を
前
向
き
に
や
っ
て

い
る
自
治
体
を
研
究
し
て
、
取

り
組
ん
で
い
た
だ
け
な
い
か
伺

い
ま
す
。【

健
康
福
祉
部
長
】
県
内

で
ピ
ロ
リ
菌
の
検
査
を

実
施
し
て
い
る
市
は
３
市
あ
り

ま
す
。　

　

ま
た
、
医
療
費
の
削
減
に
は

や
は
り
早
期
発
見
、
早
期
治
療

が
大
原
則
に
な
り
ま
す
の
で
、

よ
り
一
層
の
啓
発
を
通
し
て
病

気
の
リ
ス
ク
を
周
知
し
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

問

答

答

答

特定健診時に胃
がんリスク健診
を導入する考え
はあるか
水 上 美 智 子 議員

再
質
問

再
質
問

鉾
田
北
小
学
校
の
開

校
に
伴
い
、
ス
ク
ー
ル

バ
ス
の
運
行
が
計
画
さ
れ
て
い

ま
す
が
、
子
ど
も
た
ち
は
ど
の

く
ら
い
の
時
間
バ
ス
に
乗
る
こ

と
に
な
り
ま
す
か
。
ま
た
、
バ

ス
の
中
に
長
時
間
い
る
こ
と
は

ス
ト
レ
ス
、
疲
労
に
も
つ
な
が

る
と
思
い
ま
す
が
、
ど
う
対
応

す
る
考
え
か
伺
い
ま
す
。

　

次
に
、
バ
ス
の
料
金
は
利
用

者
に
と
っ
て
新
た
な
負
担
と
な

り
ま
す
が
、
今
子
ど
も
た
ち
の

貧
困
が
社
会
問
題
化
す
る
中

で
、
バ
ス
の
料
金
は
無
料
に
し

て
ほ
し
い
と
の
声
が
出
て
い
ま

す
。
そ
れ
ら
の
声
に
ど
う
応
え

る
考
え
な
の
か
伺
い
ま
す
。

【
教
育
部
長
】
ス
ク
ー

ル
バ
ス
は
、
児
童
の
登

下
校
時
に
運
行
す
る
も
の
で
、

乗
車
時
間
は
最
大
で
も
30
分

以
内
を
想
定
し
て
お
り
、
健
康

上
問
題
は
な
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

　

ま
た
、
バ
ス
料
金
に
つ
い
て

は
、
近
隣
市
の
行
方
市
、
茨
城

町
の
利
用
料
金
を
参
考
に
考
え

て
い
ま
す
。
な
お
、
鉾
田
市
就

学
援
助
費
交
付
規
則
第
３
条
に

定
め
る
鉾
田
市
要
保
護
者
及
び

準
要
保
護
者
と
認
定
さ
れ
た
利

用
者
の
利
用
料
は
免
除
と
す
る

予
定
で
す
。行

方
市
や
茨
城
町

は
ど
の
く
ら
い
の

料
金
で
す
か
。

　

ま
た
、
兄
弟
の
数
に
よ
っ
て

も
料
金
が
変
わ
る
と
思
う
の
で

す
が
、
ど
の
よ
う
な
状
況
で
す

か
。

【
教
育
部
長
】
現
在
、

鉾
田
市
で
は
ス
ク
ー
ル

バ
ス
の
利
用
料
金
を
、
児
童
１

人
当
た
り
月
額
３
０
０
０
円
、

２
人
目
は
２
０
０
０
円
、
３
人

目
は
１
０
０
０
円
で
検
討
し
て

い
ま
す
。

　

な
お
、
通
学
距
離
が
２
キ
ロ

以
上
の
児
童
の
場
合
は
自
転
車

通
学
か
ス
ク
ー
ル
バ
ス
を
選
択

で
き
ま
す
。
そ
の
２
者
を
比
較

し
た
場
合
に
バ
ス
料
金
が
無
料

な
の
は
ど
う
な
の
か
と
い
う
問

題
と
、
現
時
点
で
の
試
算
で
、

ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
運
行
に
は
年

間
8
3
0
0
万
円
の
費
用
が
か

か
り
、
市
の
負
担
は
バ
ス
を
利

用
す
る
児
童
１
人
当
た
り
月

額
２
万
2
0
0
0
円
と
な
る
こ

と
を
ふ
ま
え
ま
す
と
、
利
用
者

の
１
人
当
た
り
3
0
0
0
円
と

い
う
負
担
は
や
む
を
得
な
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

問

答

答

鉾田北小学校の
スクールバスの
料金を無料にす
る考えはあるか
高 野  衛 議員

再
質
問
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委員会所管事務調査
経
済
建
設
常
任
委
員
会

　
『
大
涸
沼
漁
業
協
同
組
合
に
お
け
る

　
　
　
　
　
　
　

し
じ
み
漁
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
』

　

ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
に
登
録
さ
れ
た
涸
沼
の
し
じ
み
漁
の
取
り
組
み

に
つ
い
て
、
大
涸
沼
漁
業
協
同
組
合
の
現
地
視
察
を
行
い
ま
し
た
。

　

ヤ
マ
ト
シ
ジ
ミ
の
種
苗
を
生
産
し
、
稚
貝
を
育
て
て
涸
沼
に
放
流
す

る
こ
と
で
、
漁
獲
量
の
減
少
を
防
ぐ
一
助
と
な
っ
て
い
ま
す
。

厚
生
文
教

　
　

常
任
委
員
会

　
『
鉾
田
北
小
学
校

整
備
事
業
の
進
捗
状

況
・
鉾
田
北
中
学
校

多
目
的
グ
ラ
ウ
ン
ド

に
つ
い
て
』

　

鉾
田
北
小
学
校
の
新

築
工
事
の
進
捗
状
況
に

つ
い
て
現
地
視
察
を
行

い
、
完
成
に
向
け
て
順
調

に
工
事
が
進
ん
で
い
る

こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
鉾
田
北
中
学
校

多
目
的
グ
ラ
ウ
ン
ド
の

現
地
視
察
を
行
い
、
グ

ラ
ウ
ン
ド
の
排
水
処
理

に
つ
い
て
説
明
を
受
け

ま
し
た
。

総
務
企
画
常
任
委
員
会

　

総
務
企
画
常
任
委
員
会
に
付
託
さ
れ
て
い
た
事
件
は
、
さ
ら
に
慎
重

な
審
査
が
必
要
と
の
判
断
に
よ
り
継
続
審
査
と
な
り
ま
し
た
。

ラムサール条約とは？
　湿地の保存に関する国際条約。涸沼は平成27年5月28日（現
地時間）付けで、国際的に重要な湿地として登録されました。

鉾
田
北
小
学
校
は
い
つ
完
成
す
る
の
？

　
　
　
　
　

平
成
28
年
の
1
月
に
完
成
す
る
予
定
で
す
。

主
な
議
会
の
動
静

議
会
運
営
委
員
会

平
成
27
年
第
２
回
定
例
会

県
東
市
議
会
議
長
会

定
例
会

経
済
建
設
常
任
委
員
会

総
務
企
画
常
任
委
員
会

県
市
議
会
議
長
会
定
例
会

厚
生
文
教
常
任
委
員
会

関
東
市
議
会
議
長
会

定
期
総
会

市
町
村
長
・

市
町
村
議
会
議
長
会
議

全
員
協
議
会

全
国
市
議
会
議
長
会
総
会

議
員
打
ち
合
わ
せ
会

平
成
27
年
第
1
回
臨
時
会

議
会
運
営
委
員
会

県
市
議
会
議
長
会

視
察
研
修

平
成
27
年
第
2
回
臨
時
会

全
員
協
議
会

在
日
米
軍
再
編
に
係
る
訓
練

移
転
先
6
基
地
関
係
市
町
村

議
会
連
絡
協
議
会
総
会

13
日

19
～
29
日

20
日

22
日

25
日

25
日

26
日

27
日

28
日

29
日

17
日

6
日

13
日

13
日

16
～
17
日

21
日

21
日

30
～
31
日

５
月

６
月

７
月

　　　　　　　マイナンバー とは？
　平成27年10月から、日本国内の全住民に通知される一人ひとり異なる12桁の番号をマイ
ナンバーといいます。マイナンバーは国の行政機関や地方公共団体などにおいて、社会保障、
税、災害対策の分野において利用する目的で導入されます。

社会保障関係の手続き 税務関係の手続き 災害対策
年金の資格取得や確認、給付 防災・災害対策に関する事務

被災者生活再建支援金の給付

被災者台帳の作成事務

税務署に提出する
確定申告書、

届出書、法定調書などに記載

医療保険の給付の請求

福祉分野の請求、生活保護

雇用保険の資格取得や
確認、給付

都道府県・市町村に
提出する申告書、

給与支払報告書などに記載

など など など

マイナンバーが必要となる場面

議会を傍聴してみませんか！
　議会では皆さんの生活に直結した重要なことが審議されます。市政を身近に
知るためにも議会を傍聴してみてはいかがでしょうか。
　傍聴については、開催当日に鉾田市役所３階の議会事務局までお越しいただき、「鉾田市議
会傍聴人受付名簿」に住所・氏名・年齢を記入していただくようお願いします。（事前の予約
はできません）
　開議時間は通常午前10時からです。また、鉾田市役所１階のロビーに設置しているテレビモ
ニターで議会の生中継を見ることができます。

●マイナンバーについての討論はP8に掲載しております。

KEYWORD



      月 　 　 日  会   議   内   容

９ 月 10 日 （ 木 ） 本 会 議 開 会

９ 月 14 日 （ 月 ） 一 般 質 問

９ 月 15 日 （ 火 ） 一 般 質 問

９ 月 17 日 （ 木 ） 本 会 議

９ 月 18 日 （ 金 ） 本 会 議

９ 月 24 日 （ 木 ） 委 員 会

９ 月 25 日 （ 金 ） 委 員 会

９ 月 28 日 （ 月 ） 委 員 会

９ 月 30 日 （ 水 ） 本 会 議 閉 会

平 成 27 年 第 ３ 回 （ ９ 月 ） 定 例 会 日 程 （ 予 定 ）

※ 日 程 は 変 更 に な る 場 合 が あ り ま す 。

平 成 27 年 第 １ 回 （ ３ 月 ） 定 例 会 の 延 傍 聴 者 数 41 名

鉾
田
市
議
会
だ
よ
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編 集 後 記

　 さ る ６ 月 28 日 に 鉾 田 市 議 会 議 員 一 般

選 挙 が 行 わ れ ま し た 。 今 回 か ら 議 員 定

数 が 22 名 か ら 20 名 と な り 、 そ の な か で

新 人 議 員 も ６ 名 誕 生 し 、 新 た な 体 制 で

出 発 す る こ と に な り ま し た 。

　 ま た 、 今 回 、 広 報 編 集 委 員 会 委 員 に

新 人 議 員 ６ 名 の う ち ５ 名 が 選 出 さ れ ま

し た 。

　 私 ど も 新 人 は ま だ ま だ 未 熟 な 議 員 で

は あ り ま す が 、 市 民 の 代 弁 者 と し て 、

ま た 、 議 会 と し て の チ ェ ッ ク 機 能 が 果

た せ る よ う 頑 張 ら な け れ ば な ら な い と

自 覚 し て お り ま す 。

　 そ し て 、 広 報 編 集 委 員 と し て は 、 議

会 議 員 の 活 発 な 議 論 を 正 確 に 、 そ し て

わ か り や す く 皆 様 に お 伝 え す る こ と を

心 掛 け 、 広 報 誌 「 議 会 だ よ り 」 を 発 行

し て い き た い と 考 え て お り ま す 。

  　 　 　 　 　 （ 郡 司 　 功 　 委 員 長 記 ）

　 委 員 長 　 郡 司 　 功

　 副 委 員 長 　 井 川 倫 士

　 委 　 　員 　 小 沼 幸 義 　 岸 田 一 夫

　 　 　 　 　 　 亀 山 　 彰 　 渡 辺 拓 哉

写
真
提
供
：
樅
山
地
区
　
谷
田
川
　
勝
喜
氏

あ
な
た
の
作
品

（
写
真
･絵
手
紙
･短
歌
･俳
句
等
）

を
議
会
だ
よ
り
に
掲
載
し
ま
せ
ん
か
？

詳
し
く
は
、議
会
事
務
局
に

お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

あ
な
た
の
作
品

（
写
真
･絵
手
紙
･短
歌
･俳
句
等
）

を
議
会
だ
よ
り
に
掲
載
し
ま
せ
ん
か
？

詳
し
く
は
、議
会
事
務
局
に

お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

掲
載
作
品
募
集
!!

掲
載
作
品
募
集
!!

　 今 期 最 後 と あ っ て 、 こ れ ま で の

成 果 や 責 務 な ど 一 人 一 人 が 鑑 み る

議 会 で あ っ た よ う に 思 い ま す 。 質

疑 は 、 ひ と 、 ま ち 、 し ご と を キ ー ワ ー

ド に 、 地 域 創 生 や 環 境 、 教 育 、 農 業 、

商 業 、 健 康 医 療 等 、 細 部 に わ た り

議 論 さ れ 、 改 め て 、 住 み よ い 暮 ら

し づ く り の 為 に は 、 様 々 な 課 題 を

鉾 田 市 の 実 状 に 合 わ せ 、 必 要 性 の

高 い 順 に ク リ ア し て い か な け れ ば

な ら な い 事 を 再 認 識 し ま し た 。 私

も 協 働 の ま ち づ く り の 一 市 民 と し

て 、 今 自 分 が で き る こ と を 進 め て

い き た い と 思 い ま す 。

鉾
田

市
ま

ち
づ

くり
推

進
会

議
運

営
委

員
長

　
田

口
  裕

之

傍 聴 者 の 声

市
民
か
ら
の
投
稿


